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ッ
チ
ワ
ー
ク
的
な
制
度
改
正

を
繰
り
返
し
て
き
た
現
行
の

保
健
医
療
制
度
が
限
界
に
近

づ
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま

え
て
、
塩
崎
恭
久
大
臣
の
指
示
の
下
、

厚
生
労
働
省
は
「
保
健
医
療
２
０
３

５
」
策
定
懇
談
会
を
設
置
し
、
昨
年
６

月
に
提
言
書
を
公
表
し
た
。

　
提
言
内
容
に
関
す
る
報
道
は
少
な
い

が
、
幾
つ
も
の
重
要
な
提
言
を
行
っ
て

い
る
。
例
え
ば
、「
必
要
か
つ
適
切
な
医

療
サ
ー
ビ
ス
を
カ
バ
ー
し
つ
つ
重
大
な

疾
病
の
リ
ス
ク
を
支
え
合
う
と
い
う
公

的
医
療
保
険
の
役
割
を
損
な
わ
な
い
こ

と
を
堅
持
し
た
上
で
、
不
必
要
に
低
額

負
担
と
な
っ
て
い
る
場
合
の
自
己
負
担

の
見
直
し
や
、
風
邪
な
ど
の
軽
度
の
疾

病
に
は
負
担
割
合
を
高
く
し
て
重
度
の

疾
病
に
は
負
担
割
合
を
低
く
す
る
な
ど
、

疾
病
に
応
じ
て
負
担
割
合
を
変
え
る
こ

と
も
検
討
に
値
す
る
」
旨
の
提
言
も
そ

の
一
つ
だ
。
つ
ま
り
、「
財
政
的
リ
ス
ク

保
護
」（
＝
偶
発
的
な
重
度
の
疾
病
に
対

す
る
治
療
で
、
家
計
の
破
綻
や
困
窮
を

防
ぐ
機
能
）
と
い
う
公
的
保
険
で
最
も

重
要
な
役
割
を
維
持
し
つ
つ
、
給
付
範

囲
の
哲
学
見
直
し
を
行
う
提
言
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
筆
者
は
、
厚
労
省
「
平
成
25

年
国
民
医
療
費
の
概
況
」
の
デ
ー
タ
等

を
利
用
し
つ
つ
、
年
齢
別
の
自
己
負
担

（
例
：
現
役
３
割
、
70
〜
74
歳
２
割
、

75
歳
以
上
１
割
）
と
な
っ
て
い
る
現
行

制
度
を
改
め
て
疾
病
別
の
自
己
負
担
に

変
更
し
た
場
合
、
医
科
診
療
部
分
の
医

療
給
付
費
が
ど
う
変
化
す
る
か
を
簡
易

推
計
し
て
み
た
。

　
詳
細
な
説
明
は
省
く
が
、
年
齢
に
よ

ら
ず
、
患
者
負
担
の
重
い
入
院
の
自
己

負
担
を
一
律
２
・
５
割
に
す
る
一
方
、

患
者
負
担
の
軽
い
入
院
外
の
疾
病
の
う

ち
高
リ
ス
ク
の
診
療
の
自
己
負
担
を
３

割
、
中
リ
ス
ク
を
同
５
割
、
低
リ
ス
ク

を
同
７
割
と
し
て
、
医
科
診
療
部
分
の

医
療
給
付
費
を
試
算
す
る
と
、
現
行
25

兆
１
５
１
６
億
円
に
対
し
て
23
兆
１
５

９
１
億
円
と
、
約
２
兆
円
も
節
減
で
き

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
以
上
の
試
算
（
疾
病
別
の
自
己
負
担

へ
の
変
更
）
は
、
公
的
医
療
保
険
の
役

割
（
財
政
的
リ
ス
ク
保
護
）
を
堅
持
し

つ
つ
、
財
政
再
建
に
も
貢
献
で
き
る
可

能
性
を
示
唆
す
る
。
政
府
・
与
党
は
、

昨
年
６
月
末
に
策
定
し
た
「
新
た
な
財

政
再
建
計
画
」
の
下
、
社
会
保
障
改
革

を
進
め
て
い
く
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
の

よ
う
な
「
給
付
範
囲
の
哲
学
の
見
直

し
」
を
含
め
、
抜
本
的
な
改
革
に
踏
み

込
む
こ
と
を
期
待
す
る
。
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入院の自己負担を一律2.5割とする一方、入院外の自己
負担を疾病別に変更した場合（筆者による試算）
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